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会 議 結 果 報 告 書 
令和４年３月４日  

会議の名称 令和３年度第２回いろは遊学館等運営審議会 

開 催 日 時 令和４年２月１５日（火）１４時００分～１５時２０分 

開 催 場 所 いろは遊学館 ３階ホール 

出 席 委 員 

志村二美重委員 内野由浩委員  

葭田美佐子委員 梶浦民子委員 内田征男委員 高野弘子委員 

前田長子委員 林喜代子委員 新屋敷星委員 柴崎義則委員 

中川定幸委員 石川敦久委員（Ｚｏｏｍでの参加）（計１２人） 

欠 席 委 員 阿部 剛委員 青木りえ委員 

出席者職氏名 

（いろは遊学館）土岐館長 伊藤主任 橋本主任 

（宗岡公民館） 新沼副館長 鈴木主任 

（宗岡第二公民館）吉田館長 安川主事      （計７人） 

説明員職氏名 
（いろは遊学館）伊藤主任・土岐館長（宗岡公民館）新沼副館長 

（宗岡第二公民館）安川主事           （計４人） 

議 題 

１ 議事 

報告事項 

（１）令和３年度いろは遊学館、宗岡公民館及び宗岡第二公民館

事業報告 

（２）令和３年度いろは遊学館、宗岡公民館及び宗岡第二公民館

利用状況 

（３）令和４年度いろは遊学館、宗岡公民館及び宗岡第二公民館

事業計画 

（４）コロナ禍における施設の対応及び、「新しい生活様式」を

取り入れた事業展開について 

２ その他 

  令和４年度いろは遊学館空調工事について 

 

結 果 

報告事項（１）（２）令和３年度いろは遊学館、宗岡公民館及び宗

岡第二公民館事業報告及び利用状況について、質疑

応答 

    （３）令和４年度いろは遊学館、宗岡公民館及び宗岡第二

公民館事業計画について、質疑応答 

    （４）コロナ禍における施設の対応及び、「新しい生活様

式」を取り入れた事業展開について 

その他    令和４年度いろは遊学館空調工事について 

                     （傍聴者 ０人） 
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審議内容の記録（審議経過、結論等） 

１ いろは遊学館長挨拶 

２ 開会 

３ 議事 

報告事項 

（１）令和３年度事業報告 

（いろは遊学館） 

いろは遊学館は、「地域の人づくり」の一環として、新たな情報の発信と、市民

が学んだ成果を発表・還元できる場を提供し、人と人とを結び、交流できる環境づ

くりを推進した。事業は、学社融合事業、高齢者事業、一般成人事業など６つの区

分に分け、３６事業を予定していたが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止の

ため、７講座を中止した。令和３年度事業の延べ参加人数は、３,０７１人である。 

以下、主な実施事業の説明を行う。 

（宗岡公民館） 

前館長が１０月で退職したため、館長代理が出席している旨の報告。 

宗岡公民館は高齢者事業・ＩＣＴ学習支援事業・一般成人事業・家庭教育支援事

業・青少年事業・図書関連事業・サークル支援共催事業の７事業を柱として事業展

開を行っている。以下主な実施事業の説明を行う。 

（宗岡第二公民館） 

宗岡第二公民館では、事業を高齢者事業・一般成人事業・図書室関連事業など、

１０の区分に分け、今年度は３２の講座を計画している。 

実施した事業は１８の事業で、延べ１,３５９人にご参加いただいた。 

以下主な実施事業の説明を行う。 

（新屋敷委員より 女子力向上委員会の実施事業、実施予定の事業について報告） 

実施の目的：昨年度に引き続き、いろは遊学館の活用促進重視とともに、なかで

も利用が少ない大学生の世代の活用推進を目的とした。また、昨年度の活動では、

主にＺｏｏｍを使用したオンライン開催のイベント行っていたため、感染状況に留

意したうえで、いろは遊学館に足を運ぶ対面形式のイベントをすることを目的とし

た。 

企画・運営メンバーの説明。実施の経緯の説明。 

実施形態：前提として、参加者がコロナ禍であっても安全に楽しめるようなイベ

ントを実施することを定めた。オンライン配信のイベントはもちろん、対面形式の

イベントの実施を考えた。対面形式のイベント開催にあたっては、感染予防対策を

徹底し、参加人数を限定したうえで開催した。同時に、動画配信サービスを用いて

配信期間中であればいつでも気軽に参加できるイベントも考えた。 

講座内容：１つ目、参加者と一緒にイベントを盛り上げていけるような、ハンド

メイド関連のイベント。２つ目、公民館の利用が少ない、大学生の世代の集客に焦

点を当てた内容。 

配信方法と広報：広報では、ＳＮＳを活用してイベント情報の告知を行った。 

実施したイベントの紹介：第１回目、ハーバリウムイベント。対面開催とオンデ

マンド開催、両方の形式で実施。第２回目、水引イベント。大学からＺｏｏｍでの

オンライン配信の形式で実施。各イベントの概要、アンケート、今後の課題を説明。 

最後に、今後のイベントに向けて取り組んでいきたいことの説明。 

（質疑応答） 

委員）新屋敷委員の発表について、説明と資料に感激したこと、この事業が定着し



3 

ていたことへの驚き、今後も地域に密着して活動していくことへの期待を述べる。 

（２）令和３年度利用状況 

（いろは遊学館） 

利用回数４，５８３回、利用人数４４，１９０人、開館日数２３２日。 

（宗岡公民館） 

利用回数１，４９８回、利用人数１１，８５５人。 

（宗岡第二公民館） 

利用回数２，２３５回、利用人数２０，４９１人、開館日数２６８日。 

（質疑応答） 

なし。 

（３）令和４年度事業計画について 

（いろは遊学館） 

令和４年度も新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、延期・中止、内容変

更の可能性もあるが、３３事業を計画している。 

令和４年度も、新しい生活様式に対応するため、Ｚｏｏｍや志木市公式ＹｏｕＴ

ｕｂｅを活用した、オンライン講座や高齢者等を対象としたスマートフォン等の講

座を企画・検討している。以下、具体的な内容について説明。 

（宗岡公民館） 

宗岡公民館は、地域に根ざした生涯学習施設として、高齢者事業やＩＣＴ学習支

援事業など７事業を柱として、ライフステージに応じた事業展開を計画している。 

また、新型コロナウイルス感染防止対策として、定員を減らすなど制限を行いな

がら実施予定。以下、具体的な内容について説明。 

（宗岡第二公民館）  

令和４年度は３１の事業を計画している。引き続き感染対策をしっかり取り、状

況に応じて実施内容を変更して行いたいと思う。体を動かすものや、より豊かに生

活するための知識を学ぶもの、自己表現・料理・生きがい作りなど、幅広い分野の

事業を行う。同時に、地域とのつながりを活かした事業や館内の事業所と連携した

事業を実施していく。以下、具体的な内容について説明。 

（質疑応答） 

なし。 

（４）コロナ禍における施設の対応及び、「新しい生活様式」を取り入れた事業展

開について 

（いろは遊学館） 

コロナ禍における施設の対応について、１１月から貸館について一部緩和したこ

と、令和４年１月２１日より、再びまん延防止等重点措置等が発令されたため、中

止としたことを説明。 

「新しい生活様式」を取り入れた事業展開として、ＩＣＴ学習支援事業を実施し

ていく。新しい生活様式にも対応した生涯学習の活動の機会を確保するために、貸

館施設にＷｉ―Ｆｉ環境を整備し、オンライン講座等を開催することで、施設に出

向くことが困難な高齢者や障がい者等へ活動参加機会を提供する。さらに、若い世

代の施設利用促進にもつなげていく。 

加えて、高齢者を対象に、スマートフォン等の使い方など、オンライン活動を支

援する「スマートフォン等講座」を開催予定である。Ｚｏｏｍを使用したオンライ

ン講座や動画を視聴して開催するオンデマンド講座として開催予定である旨の説

明。 

（宗岡公民館） 

コロナ禍における施設の対応については、感染対策等をとりながら対応を行って
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いる。ロビーについては、あまり広いスペースではないため、昨年１１月、１２月

も利用を再開しておらず、現在も引続き停止している。 

「新しい生活様式」を取り入れた事業展開については、来年度Ｗｉ－Ｆｉ環境設

備工事を予定している。このことから、ＩＣＴ学習支援事業のなかに「スマートフ

ォン講座」等を予定している。今後、講座で得た知識、ネットワーク環境を活かし

たリモート事業等も行っていきたいと考えている。 

（宗岡第二公民館） 

 宗岡第二公民館は総合福祉センターの中に入っており、そのほかにも市役所の出

張所や障がい者の通所施設、福祉センター、児童センター、宗岡子育て支援センタ

ー、児童発達相談センター、教育サポートセンター、社会福祉協議会が入っている

複合施設である。 

貸部屋を利用する団体には非接触型体温計を貸し出し、参加者が特定できるよう

協力をお願いのうえ、ご利用いただいている。コロナを理由とする予約の取り消し

は、キャンセル料を免除している。 

また、宗岡第二公民館は備品などの消毒を徹底するため、部屋の利用後は使用し

た備品がわかるように、利用者には利用したまま退室いただき、職員がテーブルや

椅子などの消毒を行うことを、昨年から引き続き実施し、新型コロナウイルスの心

配がなくなるまでは、継続する予定。 

「新しい生活様式」を取り入れた事業展開については、昨年の６月から、宗岡第

二公民館の貸室の全部屋と総合福祉センターの一部の貸室に、利用者が自由に利用

できるインターネット環境を整備し、オンラインで活動する団体も徐々に増えてき

た。Ｚｏｏｍとプロジェクターを活用した活動の提案や、機器の設定・接続方法な

どを利用者の会の総会の中で説明、問い合わせに応じて個別に対応を行っている。 

令和４年度に予定しているＩＣＴ学習支援事業の参加やニーズが高ければ、まず

は、オンライン講座に参加する方法を含め、スマートフォン講座を拡充して実施す

ることを考えている。 

（質疑応答） 

なし。 

４ その他 

（いろは遊学館） 

女子力向上委員会にご協力いただいている、十文字学園女子大学学生企画チーム

の活動が認められ、学長から表彰された旨の報告。 

令和４年度いろは遊学館空調工事についての説明。 

来年度は、１階事務室、児童室、図書館、ホール、多目的室、第一音楽室等の空

調工事を第三工区として実施予定。工期は未定。今回は、図書館が閉館となり利用

できなくなる。第３研修室を執務室とし、数か月間使う予定。関係者の方には、改

めてご説明する。 

５ 閉 会 
 


